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Abstract  

Through January 25th to 28th in 2016, we conducted 1-hour dietary education classes for each grade at “elementary 

school A” with 168 students. These programs were designed and prepared with objectives, for 1st to 4th grade students 

“to understand the importance of taking vegetables rich in fiber, allowing to chew well”, “to correct likes and dislikes 

of vegetables”, “to learn how to check the condition of body”; for 5th grade students “to select necessary food for 

themselves by judging from the label”, “to reduce the amount of sweet beverages and snacks”; and for 6th grade 

students “to thank those people who carefully prepare meals for them in consideration to the balance of nutrition”, “to 

increase the intake of vegetables, fish and shellfish”. According to the survey with questionnaire conducted before and 

after the classes, those programs increased awareness toward dietary habit and behavior among those children in the 

elementary school.  However, the results also showed there was no significant statistical difference.  Also, the least 

improvement was found somehow with those students in the 5th grade among others.  We will improve the contents of 

the dietary education program according to the results of this study, to carry out more effective dietary education in the 

future. 
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1．はじめに 

現在、子どもたちの食生活、運動、睡眠等基本的

な生活習慣の乱れが問題となっており、学習意欲や

体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されてい 

る(内閣府，2015)。 

 しかし、子どもたちの食生活は、年齢が上がるに 

 

*長崎大学・(独)日本学術振興会特別研究員(RPD) 

**NPO 法人クラブおおづ 

***長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科 

 

（受理年月日：2016 年 3 月 31 日） 

つれて乱れる傾向にある。例えば、朝食を欠食する 

ことがある割合は、小学生 10.8％、中学生 16.1％、

高校生 20.7％(財団法人日本学校保健会，2006)、大

学生 38.9％(内閣府，2009)と、年齢が上がるにつれ

て高くなっている。食生活が乱れる前の小学生の段

階で、食生活を自己管理するスキルを身に付ける食

育を実施することは、その後の食生活の乱れをふせ

ぎ、体調不良や生活習慣病を予防する上で重要であ

ると考えられる。 

 そこで、本研究では、熊本県 A 町の小学生を対象

として、生活習慣病予防を目的とした食育を実施し

た際に得られた成果と課題について報告する。 
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2．研究の方法 

2.1. A 町の小中学生、高校生の食生活、健康状態の

課題 

2014 年 10～12 月に著者らが実施した A 町の小学

5 年生 372 人、中学 2 年生 281 人、高校 2 年生 71 人

を対象としたアンケート調査によると、野菜摂取皿

数は小学生の 58.3％、中学生の 62.7％、高校生の

80.3％が 2 皿以下となっており、年齢が高くなるに

つれて野菜摂取量が減尐する傾向がみられた(図 1)。

また、食生活に関連する不定愁訴として、排便が 2

日以上ない者の割合は、小学生 11.7％、中学生 19.2％、

高校生 16.9％で(図 2)、立ちくらみやめまいが「よく

ある」「時々ある」者の割合は、小学生 30.4％、中学

生 57.3％、高校生 46.5％(図 3)、体のだるさや疲れや

すさを感じる者の割合は、小学生 30.4％、中学生

57.3％、高校生 46.5％であった(図 4)。いずれの項目

も、前述の全国調査結果と同様に小学生以降で悪化

傾向がみられた。 
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図 1 1 日の野菜摂取量 
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図 2 排便状況 
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図 3 立ちくらみやめまいがある 
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図 4 体のだるさや疲れやすさを感じる 

 

2.2. 食育プログラムの作成と実践の経緯 

前節に示したアンケート調査の結果を受け、A 町

の小中学生の食生活の課題解決と生活習慣病の予防

につなげる食育プログラムの授業指導案を作成し、

A 町の小中学校、教育委員会が参画する 2014 年 2

月の食育推進委員会に於いて提案をおこなった。そ

の結果、A 小学校の全学年児童を対象に各学年 1 時

間の食育授業を実施することが決定した。 

 

2.3. 対象と実施時期 

 対象は、A 小学校の 1 年生 21 人、2 年生 31 人、3

年生 28 人、4 年生 27 人、5 年生 25 人、6 年生 30 人

の計 168 人であった。実施時期は 2016 年 1 月 25 日

～1 月 28 日である。 

 

2.4. 各学年の目標と題材名、実施内容 

 A 小学校からの要望である各学年のテーマ(1 年

生：かむことの大切さ、2，3 年生：野菜の好き嫌い、

4 年生：栄養・かむことの大切さ、5 年生：体にいい

メニュー、6 年生：感謝の気持ちを持つ)と生活習慣

病の予防につながる食生活(本田・中村，2015)を基

に、担当教員との打ち合わせにより各学年の題材と

内容を下記の通り決定した。 

1)1～4 年生 

 題材名は「ちょうないさいきんのフローラちゃん」
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で、目標は「かむことにつながる繊維の多い野菜を

摂ることの大切さを理解する」「野菜の好き嫌いを解

消する・野菜摂取量増加」「体調チェックができる」

とした。 

内容は、「最近調子の悪い誠君」を主人公として、

「腸内細菌(フローラちゃん)」の働きや特性等をク

イズ形式で伝え、野菜を食べる大切さやよくかむこ

との必要性を伝える構成とした。 

2)5 年生 

 題材名は「食品表示の見方をマスターしよう！」

で、目標は「表示を見て、自分の必要な食品を選ぶ」

「甘い清涼飲料水・おやつ摂取量の減尐」とした。 

 内容は、無果汁のジュースづくり実験をおこなっ

た後、ジュースやおやつを適量摂る方法として、食

品表示を確認する方法を伝え、子どもたちが日常的

に食べているジュースや菓子の食品表示の確認をお

こなった。 

3)6 年生 

 題材名は「体にいい食生活をおくる方法を身に付

けよう！」で、目標は「栄養バランスを考えて食事

を準備してくれている人への感謝の気持ちを持つ」

「野菜・魚介類摂取量の増加」とした。 

 内容は、食生活の乱れが引き起こす病気として、

生活習慣病を紙芝居で紹介し、体にいい食生活をお

くる方法として和食を摂ることを伝え、子どもたち

が自分で和食を準備する簡単な方法についても伝え

た。 

 

2.5. 評価方法 

食育実施の成果測定は、日本生活習慣病予防協会

が公開している「あなたは大丈夫？生活習慣病のリ

スクをチェック！」1)ならびに亀ほか(2007)の調査項

目を参考に作成した「体調・食生活チェック」シー

ト(資料 1)を用いた。チェックは、授業の最初と授業

終了 1 週間後におこなうようにし、実施前後の結果

を比較することで、食育授業実施の効果を検討した。 

 

2.6. 統計解析 

食育実施前後の比較に、χ2検定をおこなった。有

意水準は 5％とし、統計解析には、IBM SPSS Statistics 

22.0 を用いた。 

 

3．結果と考察 

3.1. 全学年の成果 

調査人数は、実施前 155 人、実施後 150 人であっ

た。 

実施前後を比較した結果、「よくかむ」「感謝の気

持ち」「ジュースよく飲む」「お菓子よく食べる」「塩

辛いものよく食べる」「脂っこい物よく食べる」「好

き嫌い」の食行動に於いて、改善がみられた(図 5)。

特に、「脂っこい物よく食べる」は最も改善割合が高

く 10.2％、「お菓子よく食べる」は 10％改善してい

た。一方で、「魚をよく食べる」は悪化していた。ま

た、いずれの変化にも統計的な有意差はみられなか

った。 

1 日の野菜摂取量は、「ほとんど食べない」「小さ

なおかず 1～2 皿」の割合が減尐し、「小さなおかず

3～4 皿」「小さなおかず 5 皿以上」の割合が増加し

た(図 6，有意差無し)。 

排便状況は、「毎日」「1 日おき」の割合が増加し、

「2 日おき」「3 日以上」が減尐した(図 7，有意差無

し)。 
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図 5 全学年の食行動 
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図 6 全学年の 1日の野菜摂取量 
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図 7 全学年の排便状況 

 

3.2. 1 年生の成果 

 調査人数は、実施前 21 人、実施後 20 人であった。 

 実施前後を比較した結果、「よくかむ」「感謝の気

持ち」「お菓子よく食べる」「塩辛いものよく食べる」

「脂っこい物よく食べる」「好き嫌い」に於いて改善

がみられ、「魚をよく食べる」「ジュースよく飲む」

に於いて悪化がみられた(図 8，有意差無し)。A 小学

校から依頼のあった 1 年生のテーマである「かむこ

との大切さ」が最も改善割合が高く、23.3％が改善

していた。 

1 日の野菜摂取量は、「小さなおかず 1～2 皿」の

割合が減尐し、「小さなおかず 3～4 皿」「小さなおか

ず 5皿以上」の割合が有意に増加した(図 9，p＝0.036)。

「ほとんど食べない」の割合も増加したが、増加割

合は 5％(1 人)であり、多くの子どもの野菜摂取量は

増加したと考えられる。 

排便状況は、「毎日」「2 日おき」の割合が増加し、

「1 日おき」「3 日以上」が減尐し、全体的には改善

傾向であった(図 10，有意差無し)。 
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図 8 1 年生の食行動 

 

 

 

3.3. 2 年生の成果 

調査人数は、実施前 33 人、実施後 29 人であった。 

 実施前後を比較した結果、「よくかむ」「魚をよく

食べる」「感謝の気持ち」「お菓子よく食べる」「塩辛

いものよく食べる」「脂っこい物よく食べる」「好き

嫌い」に於いて改善がみられ、「ジュースよく飲む」

に於いて悪化がみられた(図 11，有意差無し)。 

1 日の野菜摂取量は、「ほとんど食べない」「小さ

なおかず 1～2 皿」「小さなおかず 5 皿以上」の割合

が減尐し、「小さなおかず 3～4 皿」の割合が増加し

た(図 12，有意差無し)。「小さなおかず 5 皿以上」の

割合が減尐していたものの、全体として野菜を小さ

なおかず 3 皿以上摂っている児童の割合は増加して

いた。 
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図 9 1 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 10 1 年生の排便状況 
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排便状況は、「毎日」の割合が減尐し、「1 日おき」

「2 日おき」が増加し、若干悪化傾向であった(図 13，

有意差無し)。人数の内訳は、「1 日おき」は実施前

後で変わらず 12 人で、「2 日おき」は実施前 4 人か

ら実施後 5 人と 1 人の増加であった。  
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図 11 2 年生の食行動 
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図 12 2 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 13 2 年生の排便状況 

 

3.4. 3 年生の成果 

 調査人数は、実施前 28 人、実施後 19 人であった。

実施前後で、回答人数の差が比較的大きくなったこ

とが、調査結果に影響を及ぼしている可能性がある。 

 実施前後を比較した結果、「ジュースよく飲む」「お

菓子よく食べる」「脂っこい物よく食べる」「好き嫌

い」に於いて改善がみられ、「よくかむ」「魚をよく

食べる」「感謝の気持ち」「塩辛いものよく食べる」

に於いて悪化がみられた(図 14，有意差無し)。 

1 日の野菜摂取量は「小さなおかず 1～2 皿」「小

さなおかず 3～4 皿」の割合が減尐し、「ほとんど食

べない」「小さなおかず 5 皿以上」の割合が増加した

(図 15，有意差無し)。全体として野菜を小さなおか

ず 3 皿以上摂っている児童の割合は増加していた。

「ほとんど食べない」児童は、実施前 2 人だったが、

実施後 3 人に増加していた。 

排便状況は、「毎日」「1 日おき」「3 日以上」の割

合が増加し、「2 日おき」が減尐しており、1 日以内

に排便がある児童の割合が増加しており、改善傾向

がみられた(図 16，有意差無し)。 
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図 14 3 年生の食行動 
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図 15 3 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 16 3 年生の排便状況 
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図 17 4 年生の食行動 

 

 

 

3.5. 4 年生の成果 

 調査人数は、実施前 23 人、実施後 28 人であった。 

 実施前後を比較した結果、「よくかむ」「魚をよく

食べる」「感謝の気持ち」「ジュースよく飲む」「お菓

子よく食べる」「脂っこい物よく食べる」「好き嫌い」

に於いて改善がみられ、「塩辛いものよく食べる」に

於いて悪化がみられた(図 17，有意差無し)。 

1 日の野菜摂取量は「ほとんど食べない」「小さな

おかず 3～4 皿」の割合が減尐し、「小さなおかず 1

～2 皿」「小さなおかず 5 皿以上」の割合が増加した

(図 18，有意差無し)。 

排便状況は、「毎日」「1 日おき」の割合が増加し、

「2 日おき」「3 日以上」が減尐しており、改善傾向

がみられた(図 19，有意差無し)。 
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図 18 4 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 19 4 年生の排便状況 

 

3.6. 5 年生の成果 

 調査人数は、実施前 25 人、実施後 23 人であった。 

 実施前後を比較した結果、「脂っこい物よく食べ

る」「好き嫌い」に於いて改善がみられ、「よくかむ」

「魚をよく食べる」「感謝の気持ち」「ジュースよく

飲む」「お菓子よく食べる」「塩辛いものよく食べる」

に於いて悪化がみられた(図 20，有意差無し)。 
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1 日の野菜摂取量は「ほとんど食べない」「小さな

おかず 1～2 皿」「小さなおかず 5 皿以上」の割合が

増加し、「小さなおかず 3～4 皿」の割合が減尐した

(図 21，有意差無し)。全体として野菜を小さなおか

ず 3 皿以上摂っている児童の割合は減尐しており、

悪化傾向であった。 

排便状況は、「毎日」「3 日以上」の割合が増加し、

「1 日おき」「2 日おき」が減尐しており、全体的に

は改善傾向がみられた(図 22，有意差無し)。 
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図 20 5 年生の食行動 
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図 21 5 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 22 5 年生の排便状況 

 

3.7. 6 年生の成果 

 調査人数は、実施前 25 人、実施後 31 人であった。 

 実施前後を比較した結果、「よくかむ」「魚をよく

食べる」「感謝の気持ち」「ジュースよく飲む」「お菓

子よく食べる」「脂っこい物よく食べる」に於いて改

善がみられ、「塩辛いものよく食べる」「好き嫌い」

に於いて悪化がみられた(図 23，有意差無し)。 

1 日の野菜摂取量は「ほとんど食べない」「小さな

おかず 1～2 皿」「小さなおかず 5 皿以上」の割合が

増加し、「小さなおかず 3～4 皿」の割合が減尐した

(図 24，有意差無し)。全体的には小さいおかず 3 皿

以上が減尐しており、悪化傾向であった。 

排便状況は、「毎日」「3 日以上」の割合が増加し、

「1 日おき」「2 日おき」が減尐しており、全体的に

は若干の改善傾向がみられた(図 25，有意差無し)。 
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図 23 6 年生の食行動 
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図 24 6 年生の 1日の野菜摂取量 
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図 25 6 年生の排便状況 

 

3.8. 小学校からの要望テーマ別の成果 

 1、4 年生への要望テーマであった「よくかむ」に

ついては、実施前後を比較して 1 年生が最も改善し

ており、4 年生が最も悪化していた(図 26)。3、4 年

生の改善の程度が低い原因として、授業の中で「一

口 30 回かむこと」を紹介したことが関連していると

考えられる。「一口 30 回かむこと」を紹介した際、

児童から「そんなにかんでない」という声が聞かれ

たことから、「よくかむ」という評価基準が授業前よ

り授業後の方が厳しくなった可能性がある。つまり、

授業前は、漠然とした評価基準でなんとなく「かん

でる」と回答していた児童も、授業後「1 口 30 回も

かんでいない」という評価に変化した結果、改善割

合が低くなっているのではないかと考えられる。同

様の授業をおこなったが「一口 30 回かむこと」を提

示していない 1、2 年生は改善の程度が高い結果とな

っていることから、3、4 年生に於いてもかむ回数は

増加しているものの、30 回までは達していないとい

う状況ではないかと考えられた。 

 2、3 年生への要望テーマであった「(野菜の)好き

嫌い」については、実施前後を比較して 2 年生が最

も改善しており、6年生が最も悪化していた(図 27)。

授業前に好き嫌いをしている児童の割合が高かった

2～5 年生に於いて改善がみられたことから、望まし

い結果が得られたと考えられる。しかし、6 年生が

悪化した原因については不明である。 

 5 年生の要望テーマであった疲労回復に関連する、

「ジュースをよく飲む」「お菓子よく食べる」につい

ては、いずれも 5年生に悪化傾向がみられた(図 28，

29)。5 年生の食育の内容は、間食を食べる際に食品

表示を確認するというもので、間食を 1 日 200kcal

以内に抑える方法は提示したが、お菓子やジュース

を食べる頻度を制限する内容ではなかったため、「ジ

ュースよく飲む」「お菓子よく食べる」に関しても改

善につながらなかったと考えられる。ジュースやお

菓子を 1 日に食べる量に関しては削減されていた可

能性がある。今後は、食育内容を反映できる調査項

目とするよう修正が必要である。 

6 年生への要望テーマであった「感謝の気持ち」

を持つことについては、1、2、6 年生で改善がみら

れ、3，4，5 年生で悪化傾向がみられた(図 30)。3、

4、5 年生に於いて悪化がみられた理由については、

現段階では不明であり、さらなる精査が必要である。 
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図 26 よくかんでいる児童の割合 
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図 27 好き嫌いをしている児童の割合 
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図 28 ジュースをよく飲む児童の割合 
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図 29 お菓子よく食べる児童の割合 
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図 30 感謝の気持ちを持っている児童の割合 

 

4．結語 

2016 年 1 月 25 日～1 月 28 日に、A 小学校の全児

童 168 人を対象として、生活習慣病を予防すること

を目的とした食育授業を各学年 1 時間実施した。授

業内容は、1～4 年生にかむことと野菜摂取量増加、

5 年生に食品表示の確認方法の習得、6 年生に生活習

慣病について実施した。その結果、「よくかむ」「感

謝の気持ち」「ジュースよく飲む」「お菓子よく食べ

る」「塩辛いものよく食べる」「脂っこい物よく食べ

る」「好き嫌い」の食行動に於いて、改善がみられた。

一方で、「魚をよく食べる」は悪化しており、学年で

は 5 年生に於いて改善項目が尐ない結果となってい

た。今後は、本研究結果を基に、食育内容を改善し、

より効果的な食育実践につなげたい。 

 

資料 1 食生活・健康状態チェック 

低学年用                    高学年用  
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付記 

 食育の実施にご協力いただいたA小学校の先生方、

児童の皆様に厚く御礼申し上げる。また、本研究は

科学研究費補助金・特別研究員奨励費「小中学校に

おける生活習慣病を予防する食育プログラムの開発

及び実施方法の提案」(課題番号：14J40034)の助成

を受けて実施した。 

 

注 

1) 日本生活習慣病予防協会が公開している「あな

たは大丈夫？生活習慣病のリスクをチェッ

ク！」シートを参考にした。 

http://www.seikatsusyukanbyo.com/tool/． 

(最終閲覧日：2015 年 12 月 17 日) 
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